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〈
理
事
会
・
評
議
員
会
〉

　

第
一
回
理
事
会
・
評
議
員
会
（
５
月
31
日
）

　

第
二
回
理
事
会
（
２
月
７
日
）

〈
研
究
大
会
〉

　

◦
上
越
地
区
・
上
越
南
部
大
会

　
（
８
月
７
日　

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
他

　

約
450
名
参
加
）

　

◦
佐
渡
地
区
大
会

　
（
８
月
19
日　

両
津
文
化
会
館
他　

約
250
名
参
加
）

　

◦
中
越
地
区
・
南
魚
沼
大
会

　
（
11
月
８
日　

南
魚
沼
市
立
北
辰
小
学
校

　
　

約
260
名
参
加
）

　

◦
下
越
地
区
・
新
発
田
・
北
蒲
・
胎
内
大
会

　
（
11
月
29
日　

新
発
田
市
豊
浦
公
民
館

　

約
250
名
参
加
）

〈
研
究
部
研
究
会
〉

　

◦
知
的
障
害
部

　
（
８
月
６
日　

白
根
学
習
館　

141
名
参
加
）

　

◦
自
閉
症
・
情
緒
障
害
部

　
（
７
月
30
日　

中
之
島
文
化
セ
ン
タ
ー　

267
名
参
加
）

　

◦
言
語
・
難
聴
部

　
（
７
月
26
日　

上
越
春
日
謙
信
記
念
館 

92
名
参
加
）

〈
全
特
連
関
係
〉

　

◦
全
国
大
会
栃
木
大
会
（
関
ブ
ロ
大
会
兼
）

　
　

提
案
者
１
名
、
指
導
者
２
名
派
遣

　
（
10
月
24
日
、
25
日　

栃
木
会
館
他
）

〈
会
報
〉

　

会
報
107
号
発
行
（
７
月
）

　

会
報
108
号
発
行
（
２
月
）

25
年
度
　
主
な
事
業
報
告

　

国
で
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
の

た
め
に
特
別
支
援
教
育
が
重
要
な
柱
と
な
り
、
様
々
な

仕
組
み
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
九
月
に

は
学
校
教
育
法
施
行
令
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
就
学

先
決
定
の
仕
組
み
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
で

は
、
障
害
が
就
学
基
準
に
規
定
す
る
程
度
の
者
に
つ
い

て
、
例
外
的
に
認
定
就
学
者
と
し
て
小
中
学
校
へ
就
学

を
可
能
と
し
て
い
る
規
定
を
改
め
、
保
護
者
の
意
見
を

最
大
限
尊
重
し
つ
つ
関
係
者
の
合
意
を
図
る
こ
と
を
原

則
に
、
市
町
村
教
育
委
員
会
が
障
害
の
状
態
を
踏
ま
え

た
総
合
的
な
観
点
か
ら
就
学
先
を
決
定
す
る
仕
組
み
と

な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
就
学
支
援
に
か
か
わ
る
保
護
者
と
の
相
談
に

お
い
て
必
ず
話
題
に
な
る
内
容
が
「
交
流
及
び
共
同
学

習
」
に
つ
い
て
で
す
。
小
・
中
学
校
で
は
、
特
別
支
援

学
級
と
通
常
の
学
級
間
の
交
流
が
、
特
別
支
援
学
校
に

新
潟
県
特
別
支
援
教
育
研
究
会

副
会
長　

鷲
津
　
毅
史

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
お
け
る「
交
流
及
び
共
同
学
習
」

の
推
進

お
い
て
は
、
地
域
の
学
校
や
子
ど
も
の
居
住
地
に
あ
る

小
・
中
学
校
な
ど
と
の
交
流
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
交
流
及
び
共
同
学
習
」
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の
重
要
な
役
割
で
あ
り
、
理

念
の
実
現
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
に
も
障
害
者
基
本
法
や

学
習
指
導
要
領
改
訂
な
ど
で
推
進
の
在
り
方
が
述
べ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
交
流
及
び
共
同
学
習
は
、
障
害
の
あ

る
子
ど
も
が
地
域
社
会
の
中
で
積
極
的
に
活
動
し
豊
か

に
生
き
る
上
で
、
障
害
の
な
い
子
ど
も
と
の
相
互
理
解

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中

学
校
等
の
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
人
た
ち
が
、
障
害
の

あ
る
子
ど
も
と
そ
の
教
育
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
る
た
め
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
活
動
で
は
、
学
校
行
事
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、

一
部
の
教
科
で
活
動
を
共
に
す
る
直
接
的
に
触
れ
合
う

活
動
の
ほ
か
、
作
品
交
換
等
の
間
接
的
な
交
流
な
ど
、

地
域
や
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、

今
後
も
交
流
及
び
共
同
学
習
の
積
極
的
な
実
施
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
交
流
を
考
え
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
子
ど
も
が
、
授
業
内
容
が
分
か
り
学
習
活
動
に
参

加
し
て
い
る
実
感
・
達
成
感
を
も
ち
な
が
ら
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
つ
つ
、
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い

け
る
か
ど
う
か
の
最
も
本
質
的
な
視
点
を
大
切
に
す
る

中
で
、
相
互
の
学
校
の
連
携
と
実
施
方
法
の
工
夫
及
び

環
境
の
整
備
が
課
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
年
は
佐
渡
地
区
の
研
究
会
を
加
え
、
各
地
区
の
研

究
会
や
障
害
種
ご
と
の
研
修
が
開
催
さ
れ
、
大
き
な
成

果
を
あ
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
成
果
を
基
に
学
校

に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
体
制
整
備
は
一
定
程
度
進

み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
特
別
支
援
教
育
の
更

な
る
質
的
な
充
実
を
図
る
事
が
必
要
で
す
。
本
研
究
会

で
も
更
な
る
研
修
・
研
究
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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＜上越大会＞

上
越
地
区
・
上
越
南
部
大
会

中
越
地
区
・
南
魚
沼
大
会

下
越
地
区
・
新
発
田
・
北
蒲
・
胎
内
大
会

＜中越大会＞

平成25年度　各地区大会報告
　

平
成
二
十
五
年
八
月
七
日
（
水
）、
リ
ー
ジ
ョ

ン
プ
ラ
ザ
上
越
を
主
会
場
と
し
て
「
平
成
二
十
五

年
度
上
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会
上
越
市

南
部
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
一
人
一
人
に
応
じ
た
途
切
れ
な
い
指
導
・
支

援
の
更
な
る
充
実
を
目
指
し
て
」
の
大
会
主
題
の

も
と
、
地
区
内
か
ら
幼
保
、
小
・
中
、
特
別
支
援

学
校
、
高
校
の
職
員
、
保
護
者
等
、
四
百
名
を
超

え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
分
科
会
は
、「
就
学

ま
で
の
支
援
体
制
の
確
立
」「
通
常
の
学
級
と
通

級
指
導
教
室
等
と
の
連
携
」「
特
別
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
核
と
し
た
校
内
体
制
の
確
立
」

「
進
学
に
お
け
る
支
援
体
制
と
連
携
（
小
、
中
連

携
）」「
進
学
に
お
け
る
支
援
体
制
と
連
携
（
中
、

高
連
携
）」「
社
会
参
加
に
向
け
た
学
校
、
家
庭
、

地
域
、
関
係
機
関
と
の
連
携
」
の
六
つ
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
員
や
関
係
者
の
方
か
ら
の
話
題
提
供

を
も
と
に
様
々
な
連
携
の
あ
り
方
つ
い
て
協
議
が

な
さ
れ
、
最
後
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
貴
重
な
助

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
体
会
で
は
新
潟
県
教
育
庁
義
務
教
育

課
特
別
支
援
教
育
推
進
室
指
導
主
事
、
長
谷
川
紘

様
か
ら
「
新
潟
県
に
お

け
る
特
別
支
援
教
育
の

現
状
と
課
題
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
ご
指
導
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
講
演

会
は
、「
多
様
な
学
び

手
に
応
じ
た
授
業
～
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
視
点
か
ら
～
」
と
い

う
演
題
で
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
職
研
究
科
准
教

授
、
高
橋
あ
つ
子
様
か
ら
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、

多
く
の
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
大
会
は
、

子
ど
も
の
育
ち
に
、
関
係
者
・
関
係
機
関
等
が
、

ど
の
よ
う
に
情
報
を
共
有
し
連
携
し
て
い
け
ば
よ

い
か
に
つ
い
て
貴
重
な
研
修
を
深
め
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

 

（
事
務
局　

上
越
市
立
飯
小
学
校
）

　

大
会
主
題
「
人
と
の
か
か
わ
り
を
広
げ
、
豊
か

に
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
も
う
」
の
も
と
、
分
科
会

と
全
体
会
（
講
演
会
を
含
む
）
を
行
い
ま
し
た
。

地
区
内
外
か
ら
、
幼
保･

小･

中･

特
別
支
援
学
校

の
教
職
員
、
保
護
者
、
各
種
関
係
機
関
等
か
ら
約

二
百
六
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

分
科
会
は
、
①
小
学
校
知
的
・
情
緒
②
中
学
校

知
的
・
情
緒
③
言
語
・
難
聴
④
病
虚
弱
・
肢
体
不

自
由
・
重
複
⑤
発
達
障
が
い
・
通
級
⑥
育
成
会
・

保
護
者
の
会
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
連
携
と
協
働

を
テ
ー
マ
に
六
分
科
会
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
話
題
提
供
者
の
話
を
も
と
に
話
し
合
い
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
体
会
の
講
演
会
で
は
、
新
潟
大
学
自
然
系
・

教
授
大
学
院
・
自
然
科
学
研
究
科
／
工
学
部
・
福

祉
人
間
工
学
科
の
林
豊
彦
様
か
ら
「
障
が
い
児
の

学
ぶ
権
利
」
を
保
障
す
る
に
は
～
障
が
い
者
Ⅰ
Ｔ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
学
習
環
境
整

備
～
」
と
い
う
演
題
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
骨
子
は
以
下
の
三
点
で
し
た
。

・ 

日
本
の
、
障
害
児
は
、
社
会
の
Ⅰ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト

機
能
の
不
足
に
よ
り
、
二
次
障
が
い
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
お
よ
び
知
的
障
害
に

陥
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

・ 

在
学
中
に
専
門
集
団

に
よ
る
長
期
的
な
支

援
体
制
を
確
立
し
て

も
ら
い
た
い
。

・ 

地
域
の
障
害
者
Ⅰ
Ｔ

サ
ポ
ー
ト
機
能
の
拡

充
と
分
散
化

　

い
く
つ
か
の
事
例
を

紹
介
し
な
が
ら
、
Ⅰ
Ｔ

サ
ポ
ー
ト
の
重
要
性
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
障
害
は
環
境
が
作
る
。」
と
い
う
、
言
葉
が
心

に
響
い
た
ご
講
演
で
し
た
。

　

豊
か
に
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
た
め
、
こ
れ
か

ら
の
特
別
支
援
教
育
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
を
深

く
考
え
さ
せ
ら
れ
、
次
へ
の
一
歩
を
大
き
く
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
た
大
会
で
し
た
。

 

（
事
務
局　

南
魚
沼
市
立
北
辰
小
学
校
）

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
重
要
性
が
語
ら
れ
る
昨
今
で
あ
り
、
特
別

支
援
教
育
を
学
校
経
営
の
重
要
な
視
点
に
位
置
付

け
る
学
校
が
増
え
て
き
て
い
る
。
参
会
者
が
二
百

五
十
三
名
と
多
く
、
そ
の
う
ち
管
理
職
が
二
割
を

占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
特
別
支
援
教
育
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

大
会
は
半
日
日
程
で
全
体
指
導
、
分
科
会
発
表

（
各
分
科
会
２
名
発
表
、
協
議
、
指
導
）
を
行
い
、

参
会
者
か
ら
「
全
体
指
導
を
も
っ
と
聞
き
た
い
」

「
他
の
分
科
会
の
内
容
や
指
導
を
知
り
た
い
」
等

の
熱
心
な
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
参
会
者
に
問
題
意
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佐
渡
地
区
・
佐
渡
大
会

 全特連 

報告 

＜下越大会＞

＜佐渡大会＞

祝 

全
日
本
特
別
支
援
教
育
研
究
連
盟
功
労
者
表
彰

　
丸
山
　
　
修
　
様

　
　
（
前
副
会
長
・
前
三
条
市
立
三
条
小
学
校
長
）

　

長
年
に
わ
た
り
当
県
の
特
別
支
援
教
育
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
全
国
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
・
栃
木
大
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
柏
崎
市
立
鏡
が
沖
中
学
校

�

寺
澤
　
む
つ
み
　
養
護
教
諭

　

第
20
分
科
会
（
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
専
門
性
）
で
提
案
発
表
を
し
ま
し
た
。
私
は
養

護
教
諭
で
す
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
し
て
い
ま

す
。
特
別
支
援
教
育
に
対
し
て
は
十
分
な
知
識
を
も

ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
健
室
に
は
「
困

り
感
」
を
抱
え
た
生
徒
や
保
護
者
が
非
常
に
多
く
訪

れ
、
そ
の
相
談
に
の
り
な
が
ら
強
く
感
じ
た
の
が
、

個
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
確
立
の
必
要
性
で
し

た
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
校
内
を
整
備
し
て
い
け

ば
良
い
の
か
解
ら
ず
、
困
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

特
別
支
援
学
校
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
利
用
し
て
体

制
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
の

協
議
内
容
に
も
そ
の
取
組
に
つ
い
て
各
県
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
県
に
よ
っ
て
様
々
な
取
組
が
な
さ

れ
て
お
り
、
当
地
区
は
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
も
行
わ
れ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
果
た
す
べ
き
役
割
の
重
要
性
も
解
り
ま
し
た
。

ど
の
県
で
も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
校
内
の
体
制
づ

く
り
や
特
別
支
援
学
校
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
の
活
用

方
法
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
特
別

支
援
学
校
の
果
た
す
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
特
別
支
援
学
校
の
専
門
的
な
知
識
を
普

通
学
校
に
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
大
き
な
役
割
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

全特連全国大会・栃木大会（県内派遣：発表者１名：指導者２名：本部役員４名）
提案発表「特別支援学校のセンター的を活用した取組」柏崎市立鏡が沖中学校　寺澤　むつみ　養護教諭

　
「
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
と
連
携
」

を
大
会
主
題
に
掲
げ
、
四
年
に
一
度
の
佐
渡
地
区

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
特
別
支
援
教
育
担
当
者
だ
け
で
な

識
や
見
通
し
を
も
っ
て
も
ら
い
、
現
場
に
戻
っ
て

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
契
機
に
な
っ
た
こ
と
が
ア

ン
ケ
ー
ト
の
記
述
か
ら
伺
え
た
。

　

ま
た
、
各
分
科
会
の
発
表
内
容
が
よ
か
っ
た
と

い
う
声
が
多
く
、
九
十
八
％
の
参
会
者
か
ら
大
会

の
内
容
に
肯
定
的
な
評
価
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の

よ
う
な
成
果
は
発
表
者
の
不
断
の
努
力
や
発
表
の

熱
意
に
加
え
、
大
会
準
備
段
階
に
工
夫
が
あ
っ
た

た
め
と
分
析
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
各
分
科
会
の
世
話
役
が
夏
季
休
業
中

に
発
表
者
の
学
校
に
赴
き
、
発
表
の
内
容
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
り
司
会
者
と
打
合
せ
を
し
た
り
し

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
発
表
の
方
向
性
を
修
正
し
た

り
、
協
議
題
や
話
し
合
い
の
形
式
を
工
夫
し
て
参

会
者
の
意
見
が
出
や
す
い
よ
う
に
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
で
、
通
常
学
級
で
の

特
別
支
援
教
育
の
重
要
性
を

さ
ら
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、

通
常
学
級
の
担
任
や
研
究
主

任
等
か
ら
の
参
会
者
を
増
や

す
工
夫
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

全
校
体
制
で
特
別
支
援
教
育

を
推
進
す
る
一
助
と
す
る
べ

く
、
研
究
大
会
の
案
内
の
配

付
や
呼
び
か
け
の
方
法
に
改
善
が
望
ま
れ
る
。
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新
発
田
市
立
本
丸
中
学
校
）

く
、
教
職
員
、
保
護
者
、
特
別
支
援
教
育
に
関
心

が
あ
る
市
民
の
方
々
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、

夏
季
休
業
中
の
半
日
日
程
と
し
ま
し
た
。
お
陰
様

で
二
百
五
十
名
余
り
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ご
来
賓
と
し
て
佐
渡
市
教
育
委
員
会

教
育
長
小
林
祐
玄
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
新
潟
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
特
別

支
援
教
育
推
進
室
副
参
事
今
井
聡
己
様
か
ら
、「
本

県
の
特
別
支
援
教
育
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
、

全
体
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
県
内
の
児
童
生
徒
数

は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
特
別
支
援
の
必
要
な

児
童
生
徒
数
は
増
加
し
て
い
る
現
状
の
理
解
の
場

と
し
て
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
新
潟
い
な
ほ
の
会
の
沼
田
夏
子

様
か
ら
「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ
た
支
援
を
考

え
る
」
と
題
し
、
保
護
者
の
思
い
、
現
状
に
つ
い

て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が
上
が

る
毎
に
困
り
感
が
上
が
る

現
実
の
厳
し
さ
に
対
し
、

今
で
き
る
こ
と
、
こ
れ
か

ら
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を

見
据
え
た
上
で
で
き
る
こ

と
を
改
め
て
考
え
る
よ
い

機
会
と
な
っ
た
等
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
「
校
内
連
携
」「
学
校
と
関
係
機
関
と
の
連
携
」

「
就
学
・
進
学
に
向
け
た
連
携
」「
保
護
者
と
の

連
携
」
の
四
つ
の
分
科
会
で
は
、
実
践
発
表
と
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
専
門
機
関
の
関
係
者

や
保
護
者
、
一
般
市
民
が
一
緒
に
情
報
交
換
が
で

き
、
今
後
の
特
別
支
援
教
育
に
取
り
組
む
契
機
と

な
り
ま
し
た
。
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新潟県特別支援教育研究会平成26年２月24日 第108号 (4)

全特連の大会や各地区大会、研究部研修会の様子がみられます。
県特支研のHPをご覧下さい

25年度各研修部の研修の成果

言
語
・
難
聴
部

　
「
吃
音
と
と
も
に
豊
か
に
生
き
る
子
ど

も
を
ど
う
支
援
す
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
、

大
阪
よ
り
伊
藤
伸
二
様
（
日
本
吃
音
臨
床

研
究
会
会
長
・
国
際
吃
音
者
連
盟
顧
問
理

事
）
を
お
招
き
し
、
御
講
演
を
拝
聴
し
た
。

吃
音
に
対
す
る
様
々
な
考
え
方
や
指
導
法

が
あ
る
中
、
吃
音
者
と
し
て
の
自
ら
の
体

験
を
通
し
て
、
御
自
身
の
「
吃
音
」
に
関

わ
る
問
題
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か

を
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
参
会
者
か
ら
の

多
く
の
質
問
に
も
時
間
の
許
す
限
り
お
応

え
い
た
だ
き
、
具
体
的
な
内
容
で
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
年
度
は
上
越
地
区
で

の
開
催
で
、
会
員
の
教
員
だ
け
で
な
く
、

保
護
者
や
幼
児
担
当
者
に
も
参
加
を
呼
び

掛
け
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
吃
音
」

に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
考
え
や
捉
え
を
問

い
直
す
有
意
義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。

知
的
障
害
部

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
く
ら
し
え
ん
・
し

ご
と
え
ん
代
表
理
事
鈴
木
修
様
よ
り
、「
働

く
た
め
に
働
き
続
け
る
た
め
に
」
と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
い
た
。「
働
く
」
と
い
う
こ

と
は
、
と
て
も
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。
何
の

た
め
に
働
く
か
は
、
生
き
て
い
く
た
め
、
自

分
の
楽
し
み
の
た
め
、国
民
の
「
義
務
」、人
・

社
会
を
支
え
る
た
め
で
あ
り
、
障
が
い
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
同
じ
で
あ
る
と
い
う
お
話

を
聞
き
た
。
実
際
に
職
場
で
働
く
、
障
が
い

の
あ
る
方
の
様
子
の
写
真
を
見
な
が
ら
、
ど

ん
な
風
に
働
き
、
何
を
支
え
て
い
る
か
と
い

う
具
体
的
な
話
と
「
く
ら
し
え
ん
・
し
ご
と

え
ん
」
の
取
組
を
伺
っ
た
。「
働
き
た
い
・

働
き
続
け
た
い
」
の
思
い
を
支
え
る
た
め
に

支
援
者
で
あ
る
親
・
学
校
・
教
師
の
心
構
え

や
配
慮
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義

な
研
修
会
と
な
っ
た
。

自
閉
症
・
情
緒
障
害
部

　

植
草
学
園
大
学
福
祉
学
科
佐
藤
愼
二
教
授
に
よ
る
講
演
会
を

開
催
し
た
。

　

特
別
支
援
教
育
の
視
点
に
立
っ
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
学
級
・
授
業
づ
く
り
は
、
つ
ま
ず
き
の
あ
る
子
ど
も
だ
け
で

な
く
、
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
楽
し
く
過
ご
せ
る
学

級
、
分
か
り
や
す
い
授
業
で
あ
る
。
よ
さ
を
認
め
合
え
る
学
級

づ
く
り
、
学
習
ル
ー
ル
の
徹
底
、
指
示
の
出
し
方
、
板
書
の
工

夫
、
授
業
構
成
の
工
夫
等
、
ど
の
子
も
学
習
に
参
加
で
き
、
友

建
と
学
び
合
う
こ
と
が
で
き
る
学
級
・
授
業
に
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
。
す
ぐ
使
え
る
ミ
ニ
ネ
タ
や
実
技
を
織
り
交
ぜ

て
の
内
容
で
あ
っ
た
。

　

県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
二
七
二
名
以
上
の
参
加
者
か
ら
楽

し
く
も
、
学
び
の
多
い
講
演
会
で
あ
っ
た
と
い
う
感
想
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
。

編
集
後
記

　

県
特
支
研
だ
よ
り

№
「
108
号
」
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。
お

忙
し
い
中
、
多
く
の

皆
様
か
ら
、
玉
稿
を

賜
わ
り
ま
し
た
。
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
号
が
新
潟
県
の
特

別
支
援
教
育
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
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メールアドレス：tokusi@niigata-inet.or.jp

特別支援学校のセンター的機能の調査として、小・中
学校における活用状況と期待する事柄についてアンケ
ート調査を行い、結果をホームページに載せました。

県特支研のHPをご覧下さい


